
 

【家庭教育支援チーム】 

チーム名  

（呼称） 

 大洲市家庭教育支援チーム 

（呼称：大洲子育てサポート“そよ風”） 

URL： http://www.city.ozu.ehime.jp/soshiki/shogaigakushu/19786.html 

活動開始年度  平成２０年度 

活動拠点  大洲市立喜多小学校（校内専用事務所） 

活動範囲  大洲市内全域 

活動財源  ☑文部科学省補助事業（地域における家庭教育支援総合推進事業） 

□文部科学省委託事業（先駆的家庭教育支援推進事業） 

□厚生労働省事業（事業名                            ） 

□地方単独事業として実施 

□特段の予算措置はないが、自主的に活動を実施 

□その他の支援により活動を実施 

（                                            ） 

組織体制    １０  人 

地域コーディネーター１人、子育てサポーター（元保育士）１人、民生委員・

児童委員１人、元教職員２人、臨床発達心理士２人、人権擁護委員１人、

家庭相談員１人、その他１人 

具体的な活動内容 

 

□講座型  □拠点型  □訪問型  ☑総合型  □その他（       ） 

【活動内容】 

・ 相談対応 

直通電話を設置し、子育てに関する悩みや心配ごとについて相談や支援を行ってい

る。また、相談しやすいように希望する場所や時間帯を設定したり、相談内容に応じて他

の支援・関係機関と連携した必要なサポートを行ったりしている。 

・ 情報紙（そよ風通信）の作成・配布 

予防教育として、日常のほっとする一コマの様子を添えて、親子教室や学習会、関係

機関からの情報等、子育てのコラム・情報・Ｑ＆Ａ・ことわざ、朝ごはんレシピ（早寝早起き

朝ごはん運動の推進）など掲載した情報紙を市内の子育て中の全家庭（保・幼、小・中学

校の全家庭）、児童館、子育て支援センター、公民館、民生委員・児童委員、保健センタ

ー、警察署、市議会、子育て支援課等に毎月配布している。 

・ 子育て講座の開催 

２か所の児童館で毎月１回子育て広場、保育所参観日や小学校の就学時健診で子育

て講座、その他に公民館、婦人会、教育事務所からの要請に応じて、子育て出前講座を 

実施している。 



 

・ ミーティング 

 週１回、活動拠点の小学校内専用事務所にチーム員（家庭教育支援員等）全員が集ま

り情報共有や、より良い対応方針について相談等を行っている。 

活動の成果  ・ 事業説明や広報活動を行った結果、相談が増え、協働して課題解決に当たれた。 

・ 児童館や保育所での学習会開催が増えた。 

・ 地域の支援・関係機関と連携・協働したことにより、家庭や保護者への必要な支援が

充実してきた。 

・ 本チームの認知度・信頼度が高まり、支援・関係機関との連携が円滑に行えるように

なってきている。その結果、様々な問題事例を解決することができた。 

活動において苦労

した点や課題 

・ 市外からの転入世帯や、ひとり親家庭など孤立しがちな保護者への支援がまだまだ

行き届いていない。（今後の対応策として、転入手続き時に本チームのパンフレットや訪

問希望のはがきを配布することや、日常の見守りとして民生委員と連携すること等を考え

ている。） 

・ 一部の関係機関との連携が困難であった。（本チームの理解度を高めるため、訪問活

動を行うようにしたい。） 

・ IT を活用した支援の工夫 

・ より質の高い家庭教育プログラムの提供 

・ 母親だけでなく子育て中の父親や祖父母への支援や啓発 

・ 福祉部局との連携 

・ 孤立しがちな保護者に対する支援 

・ 虐待等深刻な相談への対応に関する研修 

今後の活動目標 身近な支援者として保護者に寄り添う。 

・ アウトリーチ型の支援を行う。 

・ 支援機関とのパイプ役となる。 

・ 心理・教育・発達的支援を行う。 

・ 子育て世代の転入者に、本チームの存在をお知らせする。 

■ 合言葉は、フットワーク、ネットワーク、チームワーク 

問合せ先  

 

（部署・氏名等）大洲市教育委員会事務局生涯学習課 

（TEL）0893-24-17356   （E-mail）shogaigakushuka@city.ozu.lg.jp 

 


